
令和 5 年 6 月 30 日 

兵庫県高英研ディベート委員会 

第 18 回全国高校生英語ディベート大会（HEnDA） 

 兵庫県予選会 実施要項 

 

1. 日    時  2023 年 11 月 5 日（日） 9：00～16：00（予定・時間は参加校数により変更有り） 

2. 会  場 兵庫県立尼崎小田高等学校 

            〒660-0802 兵庫県尼崎市長洲中通２丁目１７−４６  

3. 参加条件等 ・学校教育法第 1 条に定める高等学校在学者または高等専門学校の 3 年まで、または 

中等教育学校の 4 年から 6 年に在学の生徒で本連盟の「メイク・フレンズ憲章」を厳 

守できる生徒。 

・英語のネイティブスピーカーは不可。 

・以下の海外生活経験者等の条件に該当する者はチームに 2 名以内： 

(1)英語を第1言語とする国で 12ヶ月以上滞在経験のある生徒（就学前の滞在は不問） 

(2)英語を第 2 言語とする国の出身である生徒（就学前の滞在は不問） 

(3)家庭で常用的に英語を使っている生徒 

  ※試合ごとの出場制限は設けず、条件該当者も各試合最大 2 名とも出場可 

4. チーム構成 １校１チーム。選手登録は 4 名から 6 名まで。 

各試合には 4 名が出場（試合ごとにメンバーの入れ替えが可能）。     

特例措置：合同チーム（※今大会からの追加規定） 

・同じ都道府県に所在する 2 つの学校が、ともに選手不足の場合、合同チームを組ん 

で予選および全国大会に応募することを認める。（ただし合同チームとして全国大会 

に応募する際には、予選出場時点のチーム構成を変更することはできない。また 3 校 

以上による合同チームは認められない。） 

5. 帯同ジャッジ １校につき帯同ジャッジ１名を派遣（応相談） 

6. 対戦方法   パワーペアリング方式 3 試合 + 決勝戦（参加校数により変更有） 

予選各試合はジャッジ 2 名が審査、決勝は 3 名以上が審査 

7. 論    題  『Resolved: That the Japanese government should legalize gestational surrogacy. 

日本政府は，代理出産を合法化すべきである。是か非か。』 

※「大会ルール」「ジャッジ基準」は全国高校生英語ディベート連盟 HP を参照。 

http://henda.global/ 

8. Time Table（予定） 

9：00           点呼                     12：30～13：10 昼食 

9：15   抽選                                                        

9：20～ 9：35  開会式 

9：45～11：00  第 1 ラウンド   

11：15～12：30  第２ラウンド 

13：15～14：30 第３ラウンド 

14：30～15：45  第４ラウンド 

15：45～16：00  閉会式 

16：00    終了 

 

※当日の時程については、参加校数によって今後変更する可能性があります。事前に、運営と監督 

 者のオンライン会議を行う予定です。 

※都道府県大会の入賞校も全国大会（12/16, 17 実施）へのエントリーが別途必要です。全国高校英 

語ディベート連盟 HP 上の申し込みフォームに必要なデータを入力し、お申し込みください。応 

募期間は 11 月 8 日(水)まで。 

 

http://henda.global/


9. 試合形式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 参加申し込み 

申し込みフォーム（Google フォーム）に必要なデータを入力し、お申し込みください。  

申込み期間は 9 月 1 日(金)～9 月 29 日(金)までとさせていただきます。 

https://forms.gle/GUivTD1Dy4tZctu17 

11. 参加費  5,000 円 

12. 全国大会選抜基準 HEnDA 大会出場校選考基準に則って全国大会出場校を決定します。 

13. そ の 他  （ア）当日用意するもの 

     昼食  ストップウォッチ  フローシート（各校で必要枚数を用意） 

（イ）エビデンスの取扱い等の詳細に関する連絡は、各参加校顧問を通じて連絡します。 

14. 問い合わせ・連絡先 

  兵庫県ディベート委員会 兵庫県予選会担当  

〒669-1531 兵庫県三田市天神２丁目１−５０  県立有馬高等学校 二森 正人 

  問い合わせ先 E-mail： nimo@hyogo-c.ed.jp 

         個人携帯℡：080-5713-0802  学校代表℡：079-563-2881 

 

発 言 者      役 割 と 内 容 時間 

A1 ① 肯定 立論      （Advantage は 2 点まで出せる） 4 分 

 準備時間 1 分 

N4→A1 ② 否定 質疑     （否定側からの質問に、肯定側 A1 が答える）  2 分 

N1 ③ 否定 立論      （Disadvantage は 2 点まで出せる） 4 分 

 準備時間 1 分 

A4→N1 ④ 肯定 質疑     （肯定側からの質問に、否定側 N1 が答える） 2 分 

 準備時間 2 分 

N2 ⑤ 否定 アタック    （肯定側の立論のみに対して） 3 分 

A3→N2 ⑥ 肯定 質疑 (肯定側 A3 からの質問に否定側 N2 が答える) 2 分 

A2 ⑦ 肯定 アタック    （否定側の立論のみに対して） 3 分 

N3→A2 ⑧ 否定 質疑 (否定側 N3 からの質問に肯定側 A2 が答える) 2 分 

 準備時間 2 分 

A3 ⑨ 肯定 ディフェンス  （アタックを受けた立論を再構築する） 3 分 

N3 ⑩ 否定 ディフェンス  （アタックを受けた立論を再構築する） 3 分 

 準備時間 2 分 

A4 ⑪ 肯定 総括      （双方の議論を比較し総括する） 3 分 

N4 ⑫ 否定 総括      （双方の議論を比較し総括する） 3 分 

合計 42 分 

スピーチの速さと伝わりやすさについて 

  聞き手を意識したスピーチのご指導をお願いします。以下の点についてご留意ください。 

  スピーチをする際には，聞き取りやすいように行う。十分な声量で，抑揚にも気をつけ，適度に緩急をつけ

るようにすること。スピーチの速さは，平均して 1 分あたり 150 語程度までとし，立論は最大でも 600 語ま

でとすること。ディベーターは，相手やジャッジのジェスチャーや表情などをよく観察し，スピーチが本当

に伝わっているかを確かめながらスピーチすること。 


